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はじめに 

地震や水害などの大災害が発生したとき、市は防災関係機関と

ともに全力を挙げて災害対応を行いますが、大規模災害の場合、

発災直後は十分な対応をとれないことが考えられます。 

このようなときに頼りになるのが「自助（＝自らの生命は自ら

が守る）」と「共助（自らのまちは自分たちで守る）」です。とり

わけ、地域のみなさんが協力しながら自分たちの身を守り、互い

に助け合う「共助」が災害発生後の防災対策の要になるといわれ

ています。 

平時に行っていないことや訓練していないことは、緊急時・災

害発生時にはできません。自主防災会のみなさんの「共助」の力

を発揮するためには、定期的かつ継続的に訓練を行うことが重要

です。 

本ガイドでは、防災訓練の実施モデルや訓練メニューを具体的

に紹介しています。内容を参考にしながら、地域における「共

助」の防災力向上に向け、自主防災会の訓練を積極的に実施しま

しょう。 

なお、訓練の実施に当たっては、感染症等の対策にも留意して

ください。 
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１ 訓練実施に当たっての留意点 

   防災訓練には、自主防災会の活動内容や平時の備えのあり方などを学ぶ

学習型の訓練や簡易担架搬送や消火などを実際に行う実践型の訓練、体験

型の図上訓練など、幅広いメニューがあります。 

実施メニューは、訓練実施の目的に照らし合わせ、個別メニューを組み合

わせながら、訓練全体の構成を検討することがよいでしょう。 

訓練の企画・実施にあたってのポイントは以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■訓練メニューの企画 

・メニューは訓練参加者数や参加者の年齢構成を考慮して決めましょう。 

・訓練が毎年度同じ内容の繰り返しにならないよう、毎年実施するメニュー

と２～３年に１回実施するメニューを組み合わせることが望ましいです。 

 ★どういった訓練を行うのがよいのか分からないときは、防災危機管理課に

ご相談ください。防災訓練のノウハウを持った防災危機管理課防災アドバ

イザーが訓練メニューづくりを支援します。 

■指定避難所に関する防災訓練実施 

 ・災害発生時の「共助」の大きな役割の一つに指定避難所への対応が挙げら

れます。避難所の開設や避難者の受入、避難所の運営は、避難された方も

含めた地域のみなさんの力をあわせて対応することが欠かせません。 

 ★防災危機管理課では自主防災会の訓練メニューに「指定避難所」をテーマ

にした訓練メニューの実施を推奨しています。 

■訓練経費補助金の活用 

 ・自主防災訓練の実施にかかる経費の一部を補助する補助金制度を設けてい

ます。訓練実施の際は積極的に有効活用してください。 

※令和５年度前橋市自主防災会訓練経費補助金交付要項を参照 

  

■訓練実施の支援と防災リーダーの育成 

 ・座学講習訓練や応急救護・救出訓練、初期消火訓練など、専門的なアドバ

イスを必要とする場合には、防災危機管理課職員及び消防局職員が訓練支

援を行うこともできます。 

 ★自主防災活動を継続させるためには、防災危機管理課等の支援によらず、

地域の中で独自に企画・活動できる体制を確保することが第一です。その

ためには、地域の中で、防災分野に関するリーダー人材を選定・育成する

ことが理想です。 
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■感染症等防止対策 

 防災訓練を実施する際は、以下のような基本的な感染症防止対策を行ってい

ただくようお願いします。 

 １ 換気の悪い密閉空間を避ける。 

２ 多くの人が密集している状態を避ける。 

３ 手指消毒や手洗いを行う。 

４ うがいを行う。 

５ 体調が悪い方の訓練参加は控える。 

また、気温の高い時期に訓練を行う場合は、こまめな水分補給や休憩による

熱中症予防に努めてください。 

■保険加入の検討 

 防災訓練中の地域住民の思わぬケガ等に備えて、必要に応じて自主防災会の

防災訓練をカバーする保険の加入をご検討ください。自治会で既に加入してい

る保険が適用される場合もありますので、現在加入している保険会社に確認し

てください。 

 

＜地震体験車におけるケガの防止ついて＞ 

 地震体験訓練のために派遣している地震体験車では、東日本大震災の揺れな

どを体験することができ、日頃から地震への備えが必要であることを改めて認

識することができます。 

 体験に際しては、係員の注意をよく聞いていただき、ケガの無いよう安全に

体験してください。特に次の点に注意が必要です。 

・健康に不安のあるかたの地震体験はご遠慮ください。 

・地震体験車の昇り降りの際にはきちんと手すりを持ってください。 

・体験終了後は体がふらふらすることもあるので注意してください。 
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２ 訓練実施までの手順 
   自主防災会で訓練を行うためには、自治会単位または指定避難所の関係

自治会単位で「何を」「いつ」「どのように」実施するかを話し合った上で、

訓練を実施する必要があります。 

以下の流れは、多くの地域における補助金を活用した防災訓練実施まで

の一般的な段取りとなりますので、訓練実施の際の参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①訓練企画の話し合い 

②防災危機管理課に相談 

③地域で実施案決定 

④計画提出・補助金申請 
申請書を防災危機管理課に提出（実施日の 30 日前まで） 

 ・自主防災会訓練計画書 

 ・交付申請書、収支予算書、見積書等 

※補助金がない場合には提出等は不要です。ただし、防災危

機管理課や消防局の支援を依頼する場合には訓練計画書を

提出してください 

※電話での連絡相談も可 

⑤自主防災会等防災訓練実施 【物資等購入は補助金交付決定後～訓練実施日以前】 

⑥実績報告 

実績報告書等を防災危機管理課に提出（事業完了後 30 日前ま

で） 

 ・実績報告書 

 ・収支決算書、領収書等、訓練写真 

補助金交付決定通知の送付 

補助金確定通知の送付 

※日程の事前予約も可 

⑦補助金請求・支払 
補助金請求書を防災危機管理課に提出 

事務手続完了後、指定口座に振込 

以下について話し合います 

・防災訓練を実施するかどうか 

・訓練の実施時期や実施日程はいつにするか 

・訓練の内容はどのようなものにするか 

（学習的なもの、体験的なもの、実践的なもの） 

話し合いの内容を踏まえ、防災危機管理課にご相談ください 

・防災訓練の内容はどういったものがよいか 

・企画案を実施するのに支障等ないか 

・希望日程で防災アドバイザーの支援が可能か 

・煙体験や応急救護をする場合の消防局支援は可能か 

 

相談結果を基に実施内容等を決定します 

・訓練内容と訓練日程を決定 

・訓練内容に応じた資機材等購入物品の検討 

 （補助金活用を視野に入れた相談） 
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３ 訓練メニュー 

具体的な防災訓練メニューを、下の２つの区分に分けて紹介します。 

これまでの各自主防災会における取組経過や地域の状況を基に、いくつか

の訓練を組み合わせて実施することをお勧めします。 

それぞれの訓練の班長（組織）を決めて実施すると、効率的・円滑に訓練

を実施することができます。 

 

 

 

 

 

 (1) 推奨訓練 

1-1 防災講話（指定避難所の概要／開設・運営） 

・避難所の種類や開設基準などを学びます。 

・避難所の開設事例などを通じて、避難所の運営マニュアルを訓練参加

者全員で確認します。 

・防災危機管理課防災アドバイザーによる支援対応が可能です（会場の

確保は自主防災会において対応をお願いします）。 

所要時間 実施概要、実施の様子 

30 分程度 ・避難所の種類や開設基準 

・避難所配置図の概要 

・避難所開設事例の紹介 

・避難所運営マニュアルの概要 

 

1-2 指定避難所参集訓練（避難経路確認／現地確認） 

・指定避難所までの避難経路や危険個所を参加者で確認します。 

・防災倉庫の位置と防災備蓄内容を参加者で確認します。 

・防災危機管理課防災アドバイザーによる支援対応が可能です。 

・学校の現地確認にあたっては学校への事前連絡が必要です（特に校舎

内を見学する場合には学校の対応可否の確認や日程調整が必要）。 

所要時間 実施概要、実施の様子 

30 分程度 

※学校までの

移動時間によ

る 

・指定避難所までの避難経路確認 

・避難所となる学校施設の確認 

・防災倉庫の位置と防災備蓄内容の確認 

(1) 推奨訓練（５～8 ページ） 

  基本となる訓練で、訓練経費補助金を受ける場合の必須訓練です。 

(2) 任意訓練（8～１4 ページ） 

  推奨訓練に併せて実施する専門的な訓練や体験型訓練です。 
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1-3 マイタイムライン作成訓練（時系列の避難行動計画の作成） 

・マイタイムラインは住民一人ひとりの防災行動計画であり、台風等の

接近による大雨によって河川の水位が上昇する時に、自分自身がとる

べき避難行動を時系列的に整理し、自ら考え、自分や家族の命を守る

避難行動のための一助とするものです。 

・ハザードマップの見方や自宅周辺の水害リスク、避難先等を調べ、水

害が発生する前に、自分が、家族が、どのような備えをし、どのよう

な行動を取るべきか学び、時系列の表（タイムライン）を作成するも

のです。 

  このことに加えて、作成したものを自宅に持ち帰り、家族でもう一

度検討し、自宅に備えておくものとなります。 

所要時間 実施概要、実施の様子 

講話…３０分 

 

作業…１時間半 

 

合計…２時間 

水害リスク・ハザードマップの見方・情報収集手段等を

お話します。 

それらを基にチェックリストや避難行動を時系列に整

理した自身のタイムラインを作成していただきます。 

実施にあたっての注意事項 

・マイタイムラインを実施する場合は、会場に机や筆記用具等を準備し 

ていただきます。 

・スマートフォンをお持ちの方は持参していただき、河川の水位情報や 

自宅周辺のリスクを検索する方法等を一緒に学びます。 

・自宅にハザードマップがある方は持参していただきます。５~７名に 

１名の講師で対応いたします。わからないことは聞いていただき、ま

た、周りの人と相談し合いながら行うワーキング形式で行います。 

・訓練時間は２時間程度です。 
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1-4 指定避難所運営に関する図上訓練（ＨＵＧ） 

・３密を避けるとともに、定期的な換気が行える場所で実施するように

してください。（詳細は本ガイド 3 ページを参照） 

・図上訓練は、地図などを用いて地域で災害が発生した事態を想定しな

がら災害対応を討議・体験する訓練です。 

・ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）は、避難所運営をゲーム形式で討議・体

験する訓練です。 

所要時間 実施概要、実施の様子 

1 ～ ２ 時 間 程

度 

（内容による） 

・ＨＵＧ訓練 

 

 

 

 

 

実施にあたっての注意事項 

・ＨＵＧ訓練を実施する場合は、会場に机等を準備いただくほか、一定

の参加者数が必要です。また、訓練時間は２時間程度を確保いただき

ます。 

・飛沫感染を防止するために参加者はフェイスシールドを着用していた

だきます。 

 

 

1-5 指定避難所開設訓練 

・避難所となる学校施設を訓練参加者で確認し、避難所の開設体験を行

います。 

・防災倉庫の位置と防災備蓄内容を訓練参加者で確認します。 

・防災危機管理課防災アドバイザーによる支援対応が可能です。なお、

学校の現地確認にあたっては学校への事前連絡が必要です（特に校舎

内を見学する場合には学校の対応可否の確認や日程調整が必要）。 

所要時間 実施概要、実施の様子 

40 分程度 ・避難所となる学校施設の確認 

・避難所の開設体験 

・防災倉庫の位置と防災備蓄内容の確認 
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1-6 地域の危険箇所及び避難所確認訓練 

・地域の危険箇所や避難所を記載したチラシやマップを作成し、危険箇

所や避難所を周知します。 

・防災危機管理課防災アドバイザーによる作成支援が可能です。 

・チラシを印刷する費用は訓練補助金の対象となります。 

所要時間 実施概要、実施の様子 

２カ月程度 

（チラシ作成

から印刷） 

・危険箇所、避難経路、避難所の確認 

・避難情報、情報伝達手段の周知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 任意訓練 

 

2-1 災害用備蓄資機材等確認訓練（備蓄確認／資機材確認） 

・地域で備蓄している災害用資機材などの保管場所や使用方法を訓練参

加者全員で確認します。 

・補助金を活用して新たに資機材を購入する場合、本訓練を実施し、購

入した資機材の使用方法を必ず確認するようにしてください。 

所要時間 実施概要、実施の様子 

10～20 分程

度 

・災害用備蓄資機材の保管場所確認 

・災害用備蓄資機材の使用方法確認 
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2-2 座学講習訓練（自然災害／気象／日頃の備え） 

・３密を避けるとともに、定期的な換気が行える場所で実施するように

してください。（詳細は本ガイド 3 ページを参照） 

・災害に対応するためには、災害の特性などを正しく理解し、正しく備

えることが大切です。 

・訓練目的にあわせたテーマを設定して防災に関する講義を受講しま

す。 

所要時間 実施概要、実施の様子 

30～60 分程

度 

【テーマ】 ・自然災害の特徴、気候 

・家庭や地域での日頃の備え   など 

実施にあたっての注意事項 

・座学講習訓練は、室内で行う形を基本とします（講義に必要な機器（ス

ライド、プロジェクター、パソコン）は防災危機管理課で用意します）。

会場の確保は自主防災会において対応してください。 

・テーマ設定や実施日程調整は、随時相談してください。 

 

 

2-3 災害体験訓練（地震体験車／煙体験） 

・地震体験車や煙体験を通じて地震や火事の怖さを体験します。 

所要時間 実施概要、実施の様子 

30 分程度 

（体験人数に

よる） 

・地震体験車訓練     ・煙体験訓練（消防） 

実施にあたっての注意事項 

・災害体験訓練（地震体験/煙体験）を行う際は、それぞれ予約が必要です。 

・地震体験車の利用・予約は、年度当初に行う事業予定調査で予約及び

日程調整を実施します。日程調整以降は、随時受付となります。 

・煙体験の利用・予約は、地域の消防署との調整が必要となります。 

・詳しくは防災危機管理課にご相談ください。 
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2-4 避難訓練（避難場所確認／避難経路確認／受付訓練） 

・３密を避けるとともに、定期的な換気が行える場所で実施するようにし

てください。（詳細は本ガイド 3 ページを参照） 

・訓練会場（自治会集会所など）にあらかじめ参加者を集めて避難訓練を

行う方法（集合型）と、防災行政無線や自治会連絡網、広報車等による

情報伝達訓練を行ってから、参加者の各自宅から指定避難所に参集する

方法（参集型）があります。 

・訓練では、集会場への集合時に、避難所での避難者受付を想定した受付

訓練等をあわせて実施することも可能です。 

・参集型の訓練は、参集しながら避難経路を確認することができ、より実

践的な側面があります。 

所要時間 実施概要、実施の様子 

３0 分程度 ・指定避難所への避難訓練や避難経路の確認 

・避難所を想定した避難者受付訓練 

・情報伝達訓練を受けてからの避難所への参集訓練 

 

 

 

 

 

 

 

2-5 情報訓練（情報伝達／情報収集） 

・情報訓練は、災害発生時に地域住民へ情報を伝えることを想定した伝達

訓練と被害情報を収集・集約することを想定した収集訓練の２つがあり

ます。 

所要時間 実施概要、実施の様子 

２0 分程度 ・情報伝達訓練（広報車や防災会の連絡網等を利用） 

・情報収集訓練（避難行動とあわせて被災情報を収集） 
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2-6 災害時避難行動要支援者対応訓練 

・前橋市では、平成２５年１１月から災害時に避難する際に、支援が必要

な方の登録制度を開始し、登録者の名簿を自治会（自主防災会）、民生

委員、消防団等に情報提供しています。 

・地域の要支援者を把握し、災害発生時を想定してどのような支援・対応

（声かけや避難行動の支援など）をとるかを地域内で共有化します。 

所要時間 実施概要、実施の様子 

40 分程度 ※実施例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施にあたっての注意事項 

・訓練の際の登録者の個人情報は、自治会役員（会長、副会長、組長）・民

生委員・消防団の間で活用してください。一般参加者への情報提供は、

できません。 

・地図、避難行動要支援者名簿・支援プラン等は必要に応じて市が準備す

ることも可能です。 

・地域による要支援者等の日常の見守りについては、社会福祉協議会地域

福祉課（237-1112）、長寿包括ケア課（898-6152）における補助制度

が利用できる場合があります。 

・避難行動要支援者名簿とは別にひとり暮らし高齢者調査の名簿（同意

者）を希望する自治会には長寿包括ケア課から提供することができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会役員で名簿・支援計画の確認 

・地図上で支援者宅確認 
・支援者宅を訪問 

・必要に応じて支援計画の協議 
・災害時の対応方法について協議 
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2-7 図上訓練（ＤＩＧ／危険箇所確認／マップ作成） 

・３密を避けるとともに、定期的な換気が行える場所で実施するように

してください。（詳細は本ガイド 3 ページを参照） 

・図上訓練は、地図などを用いて地域で災害が発生した事態を想定しな

がら災害対応を討議・体験する訓練です。 

・ＤＩＧ（災害図上訓練）は、地図や現地確認をしながら、各地域の防

災上の強みや弱みなどについて確認・協議する訓練です。 

所要時間 実施概要、実施の様子 

1 ～ ２ 時 間 程

度 

（内容による） 

・地域防災マップづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施にあたっての注意事項 

・実施する場合は、会場に机等を準備いただくほか、一定の参加者数が

必要です。また、訓練時間は２時間程度を確保いただきます。 

・飛沫感染を防止するために参加者はフェイスシールドを着用していた

だきます。 
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2-8 応急救護・救出訓練（ＡＥＤ／心肺蘇生法／担架等搬送） 

・３密を避けるとともに、定期的な換気が行える場所で実施するように

してください。（詳細は本ガイド 3 ページを参照） 

・応急救護訓練は心肺蘇生法やＡＥＤを活用して緊急時の蘇生法などに

ついて実践的に学ぶ訓練です。 

・救出訓練は担架等を活用して救出搬送する訓練です。 

所要時間 実施概要、実施の様子 

30 分程度 

（内容による） 

①ＡＥＤ訓練 

②心肺蘇生訓練 

③担架等搬送訓練（簡易担架、一人搬送） 

④チェーンソー操作訓練、ガレキ救出訓練 

⑤ロープ訓練（救出及び自己安全確保） 

 

 

 

 

 

 

実施にあたっての注意事項 

・応急救護・救出訓練を自主防災会のみで実施することが難しい場合は、

消防局が訓練指導を行います。訓練実施にあたっては日程調整が必要

になりますので、事前に防災危機管理課にご相談ください。 

・飛沫感染を防止するために参加者はフェイスシールドを着用していた

だきます。 
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2-9 初期消火訓練（水消火器／バケツリレー） 

・初期消火訓練は、火災発生時の初期消火方法を学ぶ訓練です。 

・水消火器を利用して消火器の取扱いを確認したり、バケツリレーのや

り方を体験します。 

所要時間 実施概要、実施の様子 

30 分程度 

（内容による） 

①水消火器  ②バケツリレー 

 

 

 

 

 

 

実施にあたっての注意事項 

・初期消火訓練を自主防災会のみで実施することが難しい場合は、消防

局が訓練指導を行います。訓練実施にあたっては日程調整が必要にな

りますので、事前に防災危機管理課にご相談ください。 

 

 

参考：防災協力事業所への訓練参加呼びかけ 

・ 前橋市では市内の事業者に向けて、『防災協力事業所』への登録を呼びかけ

ています。 

・ 『防災協力事業所』とは、民間事業所が保有する資源を災害時に提供いた

だくなどして、地域の防災力に生かしていただくための制度です。 

・ 災害発生時に地域と事業所が連携するためには、日ごろから顔の見える関

係作りが非常に重要です。各自治会区内に協力事業所がある場合には、防

災訓練への参加協力を積極的に呼びかけてみましょう。 
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４ 訓練組合せ実施例 

これまで実施されてきた各自主防災会の訓練内容や実施事例を基にして、

訓練実施の際の参考になる訓練モデルを紹介します。 

これらのモデルは、指定避難所に関連した訓練を基本としています。 

訓練経費補助金を活用する場合の訓練実施例としても利用いただけます。

ぜひ参考にしてください。 

 

【モデル１】自分たちの指定避難所について学ぼう      

   

★地域の指定避難所に対する住民の理解が高まります 

 

全体所要時間 ： 約１時間程度 

訓練内容 所要時間 概要 

①防災講話 

（ 指 定 避 難 所 概

要） 

30 分 程

度 

・避難所の種類や開設基準 

・避難所配置図の概要 

・避難所開設事例の紹介 

・避難所運営マニュアルの概要 

②指定避難所参集

訓練 

30 分 程

度 

※学校ま

での移

動時間

による 

・指定避難所までの避難経路確認 

・避難所となる学校施設の確認 

・防災倉庫の位置と防災備蓄内容の確認 

 

 

 

 

 

※「①防災講話」は、防災危機管理課防災アドバイザーによる支援対応が可

能です（会場の確保は自主防災会において対応をお願いします）。 

※「②指定避難所参集訓練」は、防災危機管理課防災アドバイザーによる支

援対応が可能です。なお、学校の現地確認にあたっては学校への事前連

絡が必要です（特に校舎内を見学する場合には学校の対応可否の確認や

日程調整が必要）。 
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【モデル２】災害を学び、災害に向けた「備え」をしよう   

   

★地域住民の「自助」と「共助」の意識向上に役立ちます 

 

全体所要時間 ： 約１時間程度 

訓練内容 所要時間 概要 

①防災講話 

（ 指 定 避 難 所 概

要、地震ほか） 

25 分 程

度 

・避難所の種類や開設基準 

・避難所配置図の概要 

・避難所開設事例の紹介 

・避難所運営マニュアルの概要 

②災害体験訓練 

（地震体験） 

25 分 程

度 

 

・地震体験車訓練 

 

 

 

 

 

③災害用備蓄資機

材等確認訓練 

10 分 程

度 

・災害用備蓄資機材の保管場所確認 

・災害用備蓄資機材の使用方法確認 

 

 

 

 

 

※「①防災講話」は、防災危機管理課防災アドバイザーによる支援対応が可

能です（会場の確保は自主防災会において対応をお願いします）。 

※「②災害体験訓練（地震体験）」は、地震体験車の利用・予約が必要です

（年度当初に行う事業予定調査で予約及び日程調整を実施します）。詳し

くは防災危機管理課にご相談ください。 

※「③災害用備蓄資機材等確認訓練」は、購入経費の一部が補助対象となり

ます。 
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【モデル３】指定避難所の開設・運営のあり方について学ぼう 

   

★避難所に関する学習をとおして地域の防災意識を高めます 

 

全体所要時間 ： 約 45 分程度 

訓練内容 所要時間 概要 

①情報訓練 

（情報伝達・収集） 

15 分 程

度 

・情報伝達訓練（広報車や防災会の連絡

網等を利用） 

・情報収集訓練（避難行動とあわせて被

災情報を収集） 

 

②避難訓練 

（受付訓練） 

20 分 程

度 

・集会場等への参集 

・避難者受入を想定した受付練習 

 

③災害用備蓄資機

材等確認訓練 

10 分 程

度 

・災害用備蓄資機材の保管場所確認 

・災害用備蓄資機材の使用方法確認 

 

 

 

 

 

※「③災害用備蓄資機材等確認訓練」は、購入経費の一部が補助対象となり

ます。 
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【モデル４】指定避難所の開設と運営を実践しよう      

   

★指定避難所の開設を体験し、実践的な防災力を高めます 

 

全体所要時間 ： 約１時間程度 

訓練内容 所要時間 概要 

①指定避難所参集

訓練（現地確認） 

― ・指定避難所までの避難経路確認 

②防災講話 

（指定避難所開設

運営） 

20 分 程

度 

 

・避難所の種類や開設基準 

・避難所配置図の概要 

・避難所開設事例の紹介 

・避難所運営マニュアルの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③指定避難所開設

訓練 

40 分 程

度 

・避難所となる学校施設の確認 

・避難所の開設体験 

・防災倉庫の位置と防災備蓄内容の確認 

 

 

 

 

 

 

※「②防災講話」は、防災危機管理課防災アドバイザーによる支援対応が可

能です（会場の確保は自主防災会において対応をお願いします）。 

※「③指定避難所開設訓練」は、防災危機管理課防災アドバイザーによる支

援対応が可能です。なお、学校の現地確認にあたっては学校への事前連絡

が必要です（特に校舎内を見学する場合には学校の対応可否の確認や日程

調整が必要）。 

 


